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Ⅰ は じ め に
我が国は地震大国である。平成23年3月11日に発生した東日本大震災では，地震と津波など
による死者・行方不明者は戦後最大と報告されている。そして，私たちの生活に欠かせない水
は断水となり，電気は停電となり避難所での生活が余儀なくされるなど，大規模な被害に遭い，
今もなお，元の生活に戻ることが出来ない方が大勢いる。そして，保育所や小学校なども被害
に遭い，私たちは人命を第一に考えた時，命を預かる現場においてどのような改善や取り組み，
備えが必要であるか改めて考え直したことであろう。そうした中，平成29年に保育所保育指針，
幼稚園教育要領，幼保連携型認定こども園教育・保育要領が改定された。これまでの，平成20
年告示保育所保育指針では，第5章健康及び安全2環境及び衛生管理並びに安全管理（2）事
故防止及び安全対策イに「災害や事故の発生に備え，危険箇所の点検や避難訓練を実施すると
ともに，外部からの不審者等の侵入防止のための措置や訓練など不測の事態に備えて必要な対
応を図ること。また，子どもの精神保健面における対応に留意すること」1）と示されていた。
内容からは，災害という言葉は示されているが，具体的な内容ではないことがわかる。しかし，
今回の平成29年告示保育所保育指針，幼保連携型認定こども園教育・保育要領では，いずれも
第3章健康及び安全の4に「災害への備え」が明記され，（1）施設・設備等の安全の確保
（2）災害発生時の対応体制及び避難への備え（3）地域の関係機関等との連携2．3）と示され，
内容もより具体的になっている。これらの背景には，東日本大震災が影響しているであろう。
そして，筆者らが生活する北海道も頻繁に地震が発生しているが，中でも平成30年9月6日に
発生した北海道胆振東部地震においては，北海道全域がブラックアウトとなり，生活に大きな
影響が出た。そのような状況の中でも，特に保育所や認定こども園においては，休園にせず開
園した施設が多く，改めて災害に対する危機管理と，万が一に備えた環境整備などの改善が迫
られた施設は多くあったはずである。
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そこで，本研究では北海道安平町に位置するＨ子ども園の被害状況から，子どもの命を預か
る保育施設において，今後どのような取り組みや改善が必要であるか，そして，その経験や被
害状況から考察することで，安全な環境とは何かを少しでも明確にすることを目的としたもの
である。
Ⅱ 調 査 対 象
本研究は，北海道安平町Ｈ子ども園を対象に行った。研究目的や方法などについて，園長先
生に書面で依頼し，加えて口頭で趣旨を説明し同意を得て行ったものである。また，本研究で
使用している写真並びに情報などについても全て許可を頂き実施した。
Ⅲ Ｈ子ども園の概要
＜教育目標＞
Ｈ子ども園では，仏教の精神をもって子どもたちを教育し，心身共に健全な社会人としての
人格形成の基礎を育成するという教育理念を掲げ教育を進めている。
①生命を大切にする子ども （仏／慈心不殺）
②正しい生活を営める子ども（法／仏道成就）
③よい社会を作り出す子ども（個／正業精進）
＜園児数＞
＜職員構成＞
＜Ｈ子ども園の概要＞
Ｈ子ども園は全国初の公私連携・幼保連携型認定こども園であり，子どもが伸び伸びと遊べ
る広さの園庭と，安平町の特徴である馬（道産子）を飼育している。園舎は平成23年に立て替
えたばかりで，木のぬくもりを感じられる空間であり，園児だけではなく，保護者の方や隣接
している児童館の小学生も過ごすことができるスペースも十分にある。また，周囲には町内の
サッカーチームが活動する広場や小学校があり，徒歩15分程度で子ども園所有の森もあり，自
然に恵まれた環境である。職員においては，毎日行う終礼をはじめ，月に1度行われる職員会
議や職員研修があり，情報共有を図るようにしている。
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0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 プレ教室 施設全体の園児合計
4名 19名 20名 36名 45名 39名 23名 186名（Ｈ31．1月現在）
園長 保育教諭 保育士 保育補助員 職員 合計
1名 22名 9名 10名 11名 53名
＜Ｈ子ども園における避難訓練＞
Ｈ子ども園では，定期的に避難訓練（火災，地震，不審者など）を実施している。避難訓練
（地震）では，園内で地震を知らせる放送がかかり，机の下等に隠れて頭を守ることを優先し，
揺れが収まると園庭へ避難する内容の避難訓練を実施している。
Ⅳ 北海道胆振東部地震発生からH子ども園通常保育までの流れ
地震発生から通常保育までを時系列で表1に示す。
Ⅴ 地震発生時の状況
Ｈ子ども園は，北海道胆振東部地震において最大震度を観測した厚真町から車で13分程度の
場所である。地震発生当日は，前日の台風21号の影響により，0歳児クラスから年中クラスは
臨時休園となっていた。年長クラスにおいては，年1回のお泊り会で園児39名と職員5名は子
ども園に泊まっていた。日中は子ども園所有の森にてバーベキューなどの活動を楽しみ，年長
児童39名は，20時からホールで就寝中であった。職員においては交代で仮眠を取りながら，就
寝している子どもを見守る体制であった。そして，9月6日（木）3時7分地震が発生した。地
震発生時は今までに経験したことのない下から突き上げる大きな揺れが突如発生し，仮眠中の
職員や子どもは緊急地震速報の大音量で目が覚めた。間もなく揺れは収まり，幸いにも子ども
が就寝していたホール（Ⅵ写真1．2）は落下物や倒れてくるものもなく，揺れが収まった後，
職員は子ども全員を集め安否確認を行った。後に，当日お泊り会で子ども園に泊まっていた職
員からは，地震で揺れている間はなすすべがなかったのが現状であったとの報告がされた。
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表1
時間 状況 Ｈ子ども園全体と職員の動き
9月6日（木）
（3時7分）
・北海道胆振東部地震発生
9月6日
（3時28分）
（6時13分）
（7時00分）
・年長児童と職員はホールで地震
が収まるのを待つ
・年長児童の保護者が迎えに来る
・年長児童の安否確認
・園舎の安全確認
・園を臨時避難所として開放
・臨時避難所閉鎖
・年長児童朝食
・年長児童降園
・全園児の安否確認をメールで開始
9月7日（金） ・災害復旧ボランティアの方が協
力に来て下さる
・保育環境復旧作業，片付け
9月8日（土） ・17時46分頃
子ども園電気復旧
・園児（1歳児～5歳児），小学生受け入れ
開始（9時～15時まで）
※0歳児は環境が整わないため受け入れはしない
9月10日（月）～
14日（金）
・9時～16時まで園児受け入れ開始
9月18日（火） ・通常保育開始
Ⅵ 被 害 状 況
6－1 被害状況
地震当日お泊り会で就寝していたホールの写真と，今回の地震による被害状況を写真1～写
真7に示す。
Ｈ子ども園では，園庭で活動する際には，備え置きしている写真3の靴置き棚から，園児は
自分の靴を取り履くようにしているが，靴置き棚は全て倒れてしまった。写真4は菜園活動な
どで収穫した野菜を使い，ピザを焼くためのピザ釜であるが，釜の煉瓦は全て崩れた。写真5
は園庭で3歳以上児の遊具を収納する場所であるが，遊具は全て飛び出し収納棚が倒れた。写
真6は保育室の遊具の収納場所である。棚から重たい遊具等が崩れ落ち，大きな揺れであった
ことがわかる。写真7は職員室で，ロッカーが倒れて収納していた資料が散らばり，コピー機
など大型物が動くなど，歩くこともままならない状況であった。
小林・梅原：幼保連携型認定こども園における安全な環境に関する一考察66
写真1 ホール 写真2 ホール
写真3 園庭靴置き場 写真4 ピザ釜 写真5 園庭の遊具
写真6 遊具の収納場所 写真7 職員室
6－2 被害状況から想定できること
被害状況から考えると，もし，子どもが活動し生活している日中に震度7の地震が発生した
場合，6－1の被害状況から次のようなことが想定される。写真3の場合，園庭に出ようと子
どもが靴を探している間に靴置き棚が倒れ，靴置き棚の下敷きになる。写真4でも，炭で暖め
ているピザ釜が倒壊し，煉瓦の下敷きになり炭で火傷をする。写真5では，遊具を片付けよう
としている子どもに，140㎝程の子どもの背丈より高く，そして重い遊具棚が倒れ下敷きに
なる。写真6からは，保育者が遊具の準備や片付けをしている最中に，いくつもの遊具が落下
し怪我をしてしまい，子どもの所にすぐに戻ることが難しい状況になる。写真7の職員室は，
男性職員が数人で持ち上げなければ移動できない重さのロッカーが前後から倒れ，下敷きにな
り命にかかわる怪我をする。これらの被害状況から，地震発生時刻によっては深刻で大規模な
人的・物的被害を受けていた可能性があることが考えられる。
Ⅶ 地震後の状況と環境整備
Ｈ子ども園には，地震発生直後から多くのボランティアの方が復旧作業に来てくださり，地
震後すぐに屋内外の環境の整備を行った。まず行ったことは，破損した物の撤去であり，その
後，保育環境（おもちゃや絵本など）を元通りにする作業である。環境整備前と後の環境が比
較できるよう写真8～17に示す。
子どもが室内と園庭を出入りしているウッドデッキ（写真8）は，大きく傾き，いつ倒壊し
てもおかしくない状況であったため，保護者から重機を借用し傾いていたウッドデッキを倒し，
解体作業へと進んだ。地震によってウッドデッキ下の地面が水平ではなくなったため，一から
簡易ウッドデッキ（写真9）を作ることになった。
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写真8 ウッドデッキ（前） 写真9 ウッドデッキ（後）
→
Ｈ子ども園では，発達に合った活動が展開されやすいという考えで，平成30年夏に3歳以上
児と3歳未満児が分かれて活動できるよう園庭の環境整備を行った。写真10．11は3歳未満児
専用の園庭であり，3歳未満児専用のストライダーなどで遊ぶ場所である。活動を分けたこと
で，それぞれが伸び伸びと活動できていた。しかし，地震後は縦に大きく地割れが起こってい
るため，それぞれが分かれて遊ぶ環境作りができず，3歳未満児，以上児が一緒に園庭で活動
する状況となる。そして，現在も安全の確証が持てないままであり，ロープで規制し，立入禁
止ゾーンとなっている。遊びが制限されている場所はここだけではなく，夏に水遊びが盛んに
行われている東屋（井戸水を汲める）や，ボルダリングができる大型遊具が使用禁止のままと
なっている。
園庭遊びのために，園庭靴を備え置きする靴置き棚（高さ1ｍ40㎝程）を設けている。冬場
以外はウッドデッキに設置し，すのこの上を通って園庭へと移動する。子どもの動線を最優先
に考えウッドデッキに設置していたが，棚が前に倒れ中からは靴が飛び出し散乱してしまい，
現在は保育室に隣接する風除室へ移動した。
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写真12 靴置き場（前） 写真13 靴置き場（後）
→
写真10 3歳未満児専用園庭の地割れ（前） 写真11 3歳未満児専用園庭の地割れ（後）
→
3歳未満児の絵本棚のあるスペースである。普段はマットの上に座って保育者と一緒に絵本
を読むことが多い場所である。マットや少し狭い環境が子どもにとって心地良いようで，落ち
着きたい時にはこの場所へ来て，ゆっくり静かに絵本を楽しむことができる環境であった。乳
児期の子どもの発達を考えた時，一人で物に向き合う時間の保証の充実も重要であるため，子
どもにとって最善の環境であり，保育者にとっても落ち着ける環境であった。しかし，安心で
きる環境も地震によって棚に積まれていた絵本が何十冊も落ちてきた。絵本棚の中だけではな
く，棚の上に置いていた物まで崩れて落下してきている状況を考えると，日中に地震が発生し
ていたならば，人的被害が出ていたであろう。
給食やおやつを作っている調理室であるが，調理器具が散乱し，冷蔵庫が倒れてきたり，食
器洗浄機を2台接着している部分が外れたりする被害を受けた。しかし，調理室の火元はIH
であり，スチームコンベクションオーブンは自動で電源が切れるものであったことから，火事
などの二次災害が，起こりにくい場所であったため，現状復帰とした。
Ⅷ 考察・まとめ
北海道胆振東部地震は深夜の発生であった。もし，子どもが登園している際に発生していた
場合を考えると，Ｈ子ども園の被害状況からも大規模な人的被害が出ていたであろう。地震発
生当日にＨ子ども園はお泊り会を行っていたが，幸いにも園舎を立て替えたばかりであったこ
とも人的被害が出なかったことに結びついたと考察できる。また，Ｈ子ども園では，これまで
の避難訓練（地震）の際，園庭へ避難する内容を実施していた。しかし，お泊り会でホールは
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写真14 未満児の絵本棚（前） 写真15 未満児の絵本棚（後）
→
写真16 調理室（前） 写真17 調理室（後）
→
広く，物が倒れてくることもなく，就寝していた子どもも怪我が一切なかった状況から，安全
と思っていた園庭が危険であったこともわかり，園舎（ホール）に避難する方が安全である可
能性が高いのではないかということがわかった。保育施設における安全を考えた場合，一番大
切なことは子どもの命を守ることである。そのためには，安全な環境を整えることが重要になっ
てくる。しかし，実際地震後にできることは，Ⅶ 地震後の状況と環境整備からもわかるように，
すぐに改善ができるところと，倒れた棚や崩れ落ちた物を，まずは現状復帰することにとどま
るところがある。地震発生直後から登園する子どもは当然おり，職員も全員出勤できない場合
もあるだろう。また，子どものみならず大人も心が不安定になることも考えると，まずは，現
状復帰に重点が置かれると考えられる。しかし，その後が大切である。現状復帰したままで満
足していたのでは，万が一に対応することはできないだろう。保育者として必要なことは，生
活や園全体が落ち着いてから，経験をもとに改善に取り組んでいくことが大切である。田中
（2017）は，「過去の経験をもとに少しでも，「想定外」を減らしていくことが，災害の対応と
して大切である」4）と述べており，経験から「想定外」で起きるであろう被害を，職員間で出
し合っていくことが必要である。さらに，関口（2017）は保育者の専門性について「保育者の
専門性は，「反省的実践家」として「状況との対話」「行為中の省察」を行うことにあるとされ
ています」5）と説明している。つまり，経験を踏まえた状況から，万が一どのようなことが起
きるかを考察し，保育者として自己の行動や考えを振り返り，改善していくことが必要である
ということである。また，どの施設にもマニュアルは作成されているが，マニュアルの改善と
見直しは必要になってくる。田中（2017）は，「緊急時の避難のように，子どもの行動に関係
するマニュアルに際して留意したいことは，主体は大人であり保育者であるようにすること」
「子どもたちがマニュアルどおりに行動しないことを想定したマニュアルをつくり，実際に災
害などが起きたときに，保育者が適切な行動をとることができるように備えておくことが大切
」4）と述べている。確かに災害では想定外の被害が多い。そして，災害は地震だけではない。
これらから考えると，災害の種類によってマニュアルも当然変える必要がある。そして，マニュ
アルの主体は大人であるということからも，全職員がマニュアルを理解し，いつどこで何が起
きても，対応できるようにすることが，保育施設における安全な環境において，大切なことで
あると考える。現在Ｈ子ども園でも，経験をもとに園長先生が中心になり，マニュアルの改善
を行っている。
また，子どもの命を守る安全な保育環境を考えると，保育室には何も物を置かず，壁にも何
も掛けなければ確かに人的被害は軽減されるかもしれない。しかし，子どもにとっての最善の
環境を考えた場合，そのような環境が最善とは言えない。写真14．15からも，万が一日中に地
震が起きた場合人的被害は想定できるが，子どもの最善の環境の考えた場合，全て取り除いて
しまうと子どもが子ども園という環境で，安心して落ち着いて生活することが難しくなると考
察できる。安全な環境を考え改善していく時には，子どもにとっての最善の環境も考慮しなが
ら改善することが重要であるともいえる。また，高橋ら（2008）は，「世界的にも自然災害の
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多い我が国では，幼児期から災害に対して関心を持たせ，発達に応じた防災教育を行う必要性
は高いと考えられる」6）と述べている。これらからも，日々の保育の中で地震などに関する紙
芝居などを読み聞かせ，子ども自身があらゆることに興味関心を持つことができるような環境
を保育者が整えることも，安全な環境につながるであろう。そして，そのような経験から，何
かが起きた時に，自分の身を考え行動できる力に通じるのではないかと考えられる。普段の散
歩の中に，地域の避難所を確認するようなコースを設定することで，地域に目を向け万が一に
備え行動できる力になるのではないかと考えられる。
さいごに，本研究では安全な環境についてまとめたが，今後は子どもの遊びの変化や，保育
者への調査も実施し，命を守る保育の現場において，大切なことは何かをさらに明らかにする
ことを課題とし，研究を継続していく。
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